CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 



このたびは、コ□ナ石油ス I ブをお 
買いあげいただき、まことにありびと 
ラございました。 

正しくお使いいただくために、この取 
扱説明書をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いにな 
るちびいつでち見られる所に「保証書」’ 
「工事説明書」となに大切に保管しで< 
ださい。 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全法（消ま法）で指定される 

特月コ保ご F ち E 品スす 

法定点検を受けるために所有者登録をおこなってくださし、。 
(製品に同«した「所有者票」に記入し投函願しほす。） 
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A 警告 

KEROSENE ONLY 
^用燃料： s 油 


A 



化 給が気筒を必す 
a 点検しでください 
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1• 特にま意しでいただきたいことほ全のために化ずお守りくださし、) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をま全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への后書やお産 
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は巧のよラになつでいます。 
内容をよく理解しでから本文をお読みください。 


A 筒埃 
么警告 
A 注意 


この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人か'死 t 、 重傷を負ラ危険、または乂災の危険が差し 
迫っでをじることか'想定される内容を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人か'死 t 、 重傷を負ラ可能性、または乂災の可能'性が 
想定される内容を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性や物的損害の発生が想定される 
内容を示しでいます。 


絵表示の例 



A 記号はま意を促ず内客があることを告げるちのです。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場合は一般的な;主意）が描かれでいまず。 

〇記号は禁止の巧為であることを告げるちのでず。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容（左図の場含は乃ソリン禁止）が描かれでいまず。 
©記号は巧為を指示ずる内容を告げるちのでず。 

図の中に具体的な指示内客（左図の場含は一般的な行為の指示）が描かれでいまず。 


么警告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

ガソ I 」ンなど揮発性の高い';由は、絶対 
に使用しないでください。 

参义がの原因になります。 

スプレー 宙厳禁 

スプレー生や力じットこん 
ろ用ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで I 

ください。 

熱で生の圧力び上びり、爆 
発しで危険です。 


(§) 



巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用し 
ないでください。 

衣類び落下しで义びつき、 
义がの原因になります。 


給排気筒トップ閉そ < 危険 

給排気筒トツプの周りび雪でふ 
さが'れたままで使用しないでく 
ださい。ふさびれでいるときは、 
除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い」 

は給排気の妨げになるのでおや 
めください。 

閉そくしでいると運転中に排ガ 
スび室内にもれで、危険です。 



0 



給排気筒(管、ホース)外れを険 

給排気筒（管、ホース）びが 
れたまま使用しないでください。 

外れでいると運転中に排ガス 
び室内にもれで、危険です。 




給排気筒トップには金網などは付けない 

給排気筒トップには、虫よけの 
ための金網などは付けないでく 
ださい。 

給排気の妨げになり、異常燃焼 
を起こし排ガスび室巧に漏れ 
る可能性びあり危険です。 


温風吹出□をふさびない 

ス I ''ーブの前に干し物を掛けた 
り、カーテンなどで背面の空 
気取入□びふさびれる 
と、本体び過熱しで、 

操作部び変おしたりや 
けどや故障-破損する 
など大変危険です。 


衣類、紙などで温風吹出□や 
空気取入□をふさびないでくだ 
さい。 

衣類、紙などでふさぐと、異常 
燃焼や义がの原因になります。 
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1• 特に注意しでいただきたいこと(安をのために必ずお守りください) 


警告 ( WARNING ) 

定期点検の実施 A 

定期のに年に1回程度）に 
点検-整備を受けでください。 

点検を受けすに長期間使用 へ 

し続けると、故障や事故の 

原因(こなり危険です。点お- 0[ 

整備はお買い巧めの販売店 

や資格客のいる店に依頼し i _ iw f \ 

で < ださし、。 

V_ 

ご自身での据え付け- べ^ 

移設工事の厳禁 

お客さまご自身によるエ 
事は危険です。 咬るょが 

据え付け工事は販売店や ^瓶 

専門業者にご依頼ください。 

( スト-ブを移設させる場夕’奶 
さも同じです。） 

J 


A 注意 ( CAUTION ) 


力ーテン•可燃物近接禁止 

m 


カーテンや燃えやすいちの 
をおブけなし、でくださし、。 
义おび発生するおそれびあ 
ります。 

巧燃物との離隔拒離じつい 
では標準据え付け図例 （26 
ページ）を参照しでください 


ノ9 flV 


給油時消义 

义がのおそれびありま 
すので、給油は、必す消 
义し、义の気のないと 
ころで巧つでください。 


高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、高 
温部（ス I ''ーブ前面や粋 
上部前面など）、給排気筒 
トツプにまなどふれない 
でください。やけどのお 
それびあります。 




腰をかけたり、物をのせないで 


機器の上にのったり、腰をかけたりしな 
いでください。機器の故障ややけどのお 
それびあります。 

機器の上に巧びんやがを入れたちのなど 
を置かないでください。かびかかると漏 
電や故障のおそれびあります。 


0 


異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとさは、 
使用しないでください。 

異常燃烧のおそれびあります。 



油漏れ確認 


ミ由タンク•ゴム製送';由管•接さ 
部 • 給油コックおよび機器な 
どからのな';由漏れびないこと 
を確認の上ご使用ください。 

なミ由び漏れでいると义おのお 
それびあります。 



If ム製 
送ミを管 


温風(し直接あたりない 


温風に直接長時間あたらな 
いでくださし、。 

ほ温やけどや脱水症状にな 
るおそれびあります。 



分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用し 
ないで < ださし、。 

不完全な修理は、危険です。 



改造使用の禁止 


改造しで使巧しないでください。 

また、ス I ''ーブや給排気筒(こは床暖房用 
の熱交換器などを取り付けないでください。 
义がや排ガスび室内にちれる原因となり 
危険です。 
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1• 特に注意しでいただきたいこと(安をのために必ずお守りください) 


么注意 ( CAUTION ) 


電源コードを傷めない 

•く誠® 

電源コードに無理な力を如えたり、物をのせたり 
しないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って 
引き抜かないでください。 

火がや感電の原因になります。 

電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコン t ントに根元まで確実に差しこ 
んでください。 

また、傷んだプラヴやゆるんだコン它ントは使用 
しないでください。 

火災の原因になります。 

めれたまでの抜含差しはしないでください。 

感電の原因になります。 

長期間使用しないとさは 
電源プラグを抜< 

長期間使用しないとき又は保管すると 
きは、必す電源プラグをコン t ントか 
ら抜いでください。 

火災や予想しない事故の原因になります。 

電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこり 
及び金属物を除去しでください。 mm 

ほこりたまると湿気などで絶縁不良ス y 
になり火がの原因になります。 

口油の保管 

な'油は、乂気、雨水、ごみ、高温およ 
び直射日を避けた ii 刷こ保 g しでく AS 

ださい。ガソリンなどといっしょに保» 
管しないでください。 

誤って使用すると異常燃焼や火がのお 
それびあります。 

変質な油禁止 

変質な巧、不純灯';あ（巧れたなな、水 jr \ 

の混じっているなミちなど）を使用しな 1 X 1 
いでください。 、ゾ 

異常燃焼や故障のおそれが'あります。 

フィルタをはずしての運転禁止 

巧流用送風機のフィルタをはすした状 

態で運乾しますと、カーテンなどを巻 1\) 

きこんで火がになるおそれびあります。 

また手などふれるとけびをするおそれ 
びあります。 

指や棒を入れないで 

温風吹出□や空気取入□などに指や異 
物を入れないでください。 

ケガや乂がの原因になります。 

電源の接続 

電源は適正配線された単相 10 0V のコ 
ン t ントが外は使用しないでください。(\) 
発熱■発火の原因になります。 

電源コードは、途中で接続したり延長 
コードの使用-他の電気器具とのタコ 
足配線をしないでください。 

発熱-発火の原因になります。 

初めてお使いになるときのを意 

初めでお使いになると含は、耐熱塗料 
などび焼き付くまで煙と臭いび出ます。 

しばらくの間、窓をあけで部屋の換気ス y 
をおこなっでください。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場 
さび考えられますので、この間は、部 
屋に入れないでください。 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップのおくに、な'油やな燃物など引火のおそれ 
のあるちのを置力\ないでください。 

火がのおそれびあります。 

























1. 特に注意しでいただきたいこと(安をのために必ずお守りください) 


お願い ( NCmCE ) 

機器を廃棄ずるとさの注意 

ス1''ーブを廃棄処分するときは、定'油面器のな 
巧を抜き取っでください。 （19 ページ） 

な'油び入ったまま廃棄すると1」サイクルの際に 

思わめ事故になるおそれびあります。 

\_ 

な油の廃棄 

な'油の廃棄処分は、な';ちをお買いホめになった 
販売店にご相談ください。 

ノ 


2. 使用する場所 


ストーブを安をに使用するためには、場所の選定び大切です。 


安全に使用ずるために 



参マントルピースなどに据え付ける場含は、標準据え付け例 
にしたびつでください。 （26 〜27ページ参照） 

参標高び1 500 m 上の場所では使用しないでください。 
(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。) 
高地で使用される場ちは調藝び必要です。（詳しくは、工事 
説明書 G 高地または延長給が気で使用の場ち）をご覧くだ 
さい。） 

参温室、飼有室、乾燥室などでは絶巧使用しないでください。 
参温室、飼有室など、動植物の有成裁培に使用しないでくだ 
さし、。 


効果的に使用ずるために 


窓の下や壁面に設置 

参外気に接する窓の下や壁面に置くと、ち気びス I -ーブで暖められ、 
温風としで巧流しますので効果的です。 

参化入□など人の通るところは、ぶつかると危険ですので避けでく 
ださい。 

参部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を必びけましよラ。 



湿風の流れをさまたげないでください 


♦ I ごミち意 I ス I ブの前面に障害物を置かないでください。 
障害物び'あると部屋の温度にむらび'できるばかりでなくストーブ' 
本体の温度び'上昇しで危険です。 

参ストーブの前面の空間を広くとれる場所を選んでください。 








































































3. 各部のち称 


外観図 




フィルタ 
(空気取入 □) 


ルー公サ- C 


とつで 


本体固定を具 


左側板ふた 


給が気筒 


給排気筒ふた 


給排気□ふた 


給気ホース(内部) 


排気管旅け横®用リード線 
(内部) 


電源コード 


ゴ厶管 □ 


構造 




機巧サー S スタ 


巧流用送風機(内部）••〜 


過熱防止サーモスタ、ソト 


燃焼リンブ(内部) 


点乂プラヴ 


燃焼用送風機 


電磁ポンプ 


放熱器 


スクルトン 


表示サー S スタ（巧部) 


プリント配線板 


フレーム□ッド 
ポツトバーナ 


_イヴナイタ（内部） 

^巧震自動消乂装置 
(内部） 


サーモスタット 


送油管 


定油面器 


























































3. 各部のさ称 


待機時省電力表示ランプ緑 


■表示部の表巧内容 


値萬の運輯操作（「点乂」-「消乂」-「タイ 7- t ット」）をおこなうと、表示部に文き（"点义し 
ます" • "消乂します" • "表示時刻に運転します"）で操作状態をお知らせします。 



■表示部のおるさ調節 


僻計調節スイッチを「通常」にちわせで「時」ボタンを押しなびら「分」ボタンを押すことによ 
り、表示部の明るさを2段階に調節することび化来ます。 


燃焼表示（ホ） 

• 着义確認後点なします。 

• 現在燃焼中の义力の大きさを表示しま 
す。 


運転スイッチ 


•押す (*) と運転(点义）します。（ピッ音） 
• ちラー度巧す (i) と消乂します。 

(ププッ音) 


時刻表示（青） 

• 通常は現な時刻を表示します。 

• タイ7—運転時はタイ7—它ット時刻 
を表示します。 


消义表示（青) 


•運転スイッチを押しで「切 J (X) にす 
ると点灯し消义します。 

• 燃焼室び;ちち P すると消'なします。 


タイマー表示（青） 
タイマー運転表示ランプ（ホ) 

• タイ7-運輯かは点なします。 

• タイ7-運輯停止中は消なします。 


点乂表示（ホ) 


•運転スイッチを押しで「入」（― ■) にし 
たときまたは它ーブ消乂後に再点乂す 
る際に点灯し、運転（点义）します。 
•着乂確認を;'肖なします。 


じーブ消义表示（青) 


• 它ーブ運転かに室温が設定温度より約 
3で上昇すると点なし消乂します。 

• 室温び設定温度にまで下びると消灯し 
点义動作を始めます。 


時計動作コ□ン（青) 


• 現在時刻を表示しでいるとぎは点滅し 
でいます。 

• タイマー它ット時刻を表示しでいると 
きは消なします。 


忆ーフ''運転表示ランプ（緑) 


•它ーブ運転かは点灯し、辭除すると消 
なします。 

• 室温設定を1〇で （ F 点設定）にすると 
自動的に它ーブ運転になり点灯します。 


設定室温表示（青） 

• 室温設定ボタンで設定した室温をデジ 
タル表示します。 

•ストーブにトラスしび発ちすると、卜 
ラブルの状態び記号表示（自己診断モ 
二夕）されます。 



タイマ_ 


它ーブ 


表示部の名称と働き 


にい 
J で 
ドれ 
一 さ 
モ約 
力節 
電。び 
普す力。 

ま量す 
をし費ま 
チ灯消し 
ッ点じ示 
ィ、時表 
スさ止を 
力と停と 
電た輯こ 
省し運る 






























































3. 各部の名称 






ウイングボケツトの開閉 ■操作音についで 


>ウインヴポケットを軽く押しこむと、ゆつ 
くり化でさます。操作後軽く押しちどすと 
□ックしで止まります。 

操作するとき ui 外は、閉じでご使用ください。 


参操作ボタンを押すとブザー音びします。 
参誤操作をするとピピッ音びします。 




時ボタン 

• 時刻の「時」を合わせるときに使います。 


它ーブ運転ボタン 


• 1回押すと它ーブ運転。室温び設定温度 
より一定温度上昇すると消'义し、一定 
温度あ下すると自動的に点义動作に入 
ります。 

• 再度巧すと、它ーブ運転は辭除されます。 


室温設定ボタン 


• 义力調節つまみを「自動」にするとルー 
ムサーモによる室温設定に9〜15で、 
10で （ F 点設定)〕びできます。 

• 「高め卜'設定温度を1でずつ上昇(ピッ音） 
• 「ほめい'設定;忌度を1でずつあ下(プッ音) 


分ボタン 


• 時刻の「分」を合わせるときに使し、ます。 
•時計調節スイッチの位置じより、1回 
の巧しの進み方び異なります。 

「時計合せ J …1分ずつ変わります。 
「タイマー合せ J '''己分ずつ変わります。 


义力調節つまみ 


•乂力調節つまみを「微か J から「大 J 
の間で動かし义力を I 」ニアにま動調節 
します。 

•义力調節つまみを「自動 J じ合わせる 
と ルームサーモ による自動運転（室温 
設定ボタンで室温を設定）びできます。 


待機時省電カスイッチ 


• 惜電カモードト'省電力表示ランプ（緑） 
び点灯し、運転停止時に表示部を消灯し 
で消'費電力を1 W に節約でさます。 

表示部び消な中にいずれかのボタン操 
1 乍で1分間の再表示をします。 

• 愼常モードト'表示部は常時点なしで 
います。 


時計調節スイッチ 


• 「時計合せ J …現巧時刻を合わせると 
きに「時計合せ J 位置にします。 

• 「タイマー合せ J '''タイ7-忆ット時 
刻を合わせるとき「タイ7—合せ J 位 
置にします。 

• 「通萬」…現在時刻やタイ7—它ット 
時刻を合わせたら、通常使用中は、 
「通常」に必ずちどしでください。 


タイマーじットボタン 


• タイマー運転 

運転スイッチを「入 J (ピッ音）にし、 
タイ7—它ットボタンを巧す（ピッ音） 
ことじより、タイマー表示び点灯、時 
刻表示にタイマー它ット時刻び継続し 
で表示され、タイ7—運転び開始され 
ます。（タイ7— 表示が点灯しなけれ 
ばタイ7—運転は開始されません。） 

•它ット時刻になると、タイ 7- 表示び 
消灯し現在時刻び表示されで自動的に 
運転び開始されます。 

• タイ7—運転の自军除 
タイマー運輯中じちラー度、タイマー 
它ットボタンを巧す（ププッ音）と夕 
イマー運転び醉除されます。 








ウイングポクツト巧操作部の名称と働菱 



省電力 


mm 







































































4. 使用前の準備 



燃料は必す巧油 （ J に1岩巧油）を使用しでください。 

参 I 么警告 I ガソリンなどの揮発性の高い'油は、乂災の原因になりますので絕巧に使用しないでください。 
♦ I 么を意 I 変質口';由、巧れたな';由、化の混じっているな'油などは、絕巧に使用しないでください。 

参巧'油は、必す乂気-雨水-ごみ-高温および直射曰光をさけた場所に保管しでください。 


(§) 

0 


な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 
ます。 

(火の気のない巧でおこなつで < ださい。） 



巧油は ガソリンは 

めれたまま すぐ乾く 


変質な油•不純 I 打油とは • 



長期間曰光に 
あたる所や温 
度の高い巧に 
保管したなミあ 

0 


容器のふたが 
開けであった0、 
乳白色のポリ 
客器で保管し 
たな油 


八 


麵 


0 

)(f 


水-ごみや灯 
ミ由む列の';由び 
ほんのねすか 
でち混入した 
なミ由 



•極度に変質したち 
のは、黄色なびか 
つたり、ずつぱいに 
おいびします。 

•必す灯ミ由用のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

灯ミ由はシーズン中 
に使いぎりましよラ。 


■変質な油や不純な油を使用すると… 

参'油の程度にちよりますび、燃焼不良をおこしたり、ストーブの損傷を早め、故障の原因になります。 

参水やごみび送';由経路に流れこみ、燃焼不良や着义不良の原因になります。 

■万一変質な油や不純な油を使用したときは… 

参お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連給ください。 

\_ ノ 


ごま意 I •変質な'庙、不純な'庙が'原因で修理を依頼されたとさは、保証期 H 中でち保証の対象がとなり 
ます。 

参変質なミ由の処理でお困0の場台は、0ミ由をお買いホめの販売店にご相談<ださい。 



I 給油の隱の手順と注意 



給油器具 


給ミ由□ふた 
ミを量計 


送ミ由パルブ 
水 グージ 
水旅きバルブ 


参送ミ由バルブを閉じで給ミ由□ふたをはすし市販の給ミ由器具 
でなミ由を給ミ由しで < ださい。 

ミ由量計の針び「満」をさしたら給ミ由をやめでください。 
参給;由□ふたを必すちとどおりに締めでください。 

参給ミ由の際に、水、ごみなどを入れないよラ特に;主意しで 
<ださい。 

♦ I 么ミち意 I 乂災のおそれびありますので、給ミ由は、必ず 
消乂し、乂の気のないところでおこなつでください。 


■給油□みたは、確実に締めでください。 
■こぼれたな油はよく/ろきとつでください。 












































4. 使用前の準備 


■燃料切れの注意と空気巧さの方法 

油タンクを空にしないよラにミ主意しでください。 

ミ由タンクをいったん空にしますと、送;由経路内に空気びたまり、正萬に送ミ由びできなくなるこ 
とびあります。このよラな場ちには巧の順居で空気抜きをしでください。 

1. ミ由タンクに給ミ由します。 

2. ストーブのコム管□から、コム製送ミ由管をはすします。 

3. ゴム製送;由管からミ由び連続しで流れ化ることを確かめで 
からゴム製送;由管をちとどおりにストーブに取り付けま 
す。（ミ由びこぼれないよラに容器を用意しでください。） 



運乾開始前の準備と確認 


■安を装置の它ット、取扱上のを意 


定油面器のじット 


初めで使用するときやシーズン巧めには、ス I -ーブ正面ち下の定;由面器リじットボタンを押し 
で < ださい。 



ボタン（ホ色) 


参ストーフ'正面ち下の窓から見える定ミ由面器リじットボタン（ホ 
色）を下へ巧しでください。 


•リじットボタンは据え付け時やシーズン初めに操作します。 
定ミ由面器に強い衝撃を与えたり異常びあったとき]^外は、 
特に操作する必要はありません。万一、点乂操作後灯ミ由び 
化すにモニタサイン E 2び表示されるよラな場ちはリじッ 
トボタンを押しでください。（ちを巧びはすれ、な;由びス 
ムーズに流れます。） 

参リじットボタンは乱暴に扱ったり、押したままの状態には 
絶対にしないで < ださい。 


■送油経路の油ちれのお認 

参ミ由タンクや送ミ由管の接含部などからミ由ちれが'ないかどラか確認しでくださし、。 


■電気配線のお認 

• |么注意 I 電源プラグをコン它ントに根元まで確実に差しこんでください。 

参電源コードび給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

ごを意 I 電源プラグ•コードの発熱-発义を防ぐために… 

参電源は必ず適正配線された単相 100 V のコンじントを使巧しでください。 

参電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 





























7 义力調節つまみを「白動 j に含わせる 

参ルームサーモによる自動運転となり、設定室温に自動調節されます。 
/ルームサーモは、でさるだけ部屋の温度を代表でさる、 
ly 位置に取0付けで < ださい。 ) 

2 運括スイッチを巧しで「入 J にする 

参「点乂します」と「設定室温」び表示されます。 

参予熱び完3すると自動点义し、表示び「燃焼中」に変わると温 
風び化ます。 

•着义時、放電音と同時に着乂音を発することびあります 
.び、 異常ではありません。 

•点义操作から放電（着义）まで、室温により予熱時間び 
多少変化しますび、約2分かかります。 

•着乂後温風び化始めます。 

•運転スイッチを「入」にしたとさ、タイマー表示「表示 
時刻に運転します」び点なする場ちは、タイマー運転と 
なりますのでタイマーじットボタンを押しでタイマー運 
転を辭除しで < ださい。 


5. 使用方法（使い方） 

r 運乾開始 osw 


参ウインヴポケット内の乂力調節つまみで「自動運転」と「手動運転」び設定できます。 
ご希望の運転方までご使用ください。 

点乂順序 

■义力調節 r 自動運活 J の場含 


■义力調節 r 手動運活 J の場含 

7义力調節つまみを「微少 j から「大 J の 
間のご希望の位置に含わせる 



2 運括スイッチをがしで「入 j にする 


参「点义します」び表示されます。 

参予熱び完3すると自動点乂し、表示び「燃焼中」に変わると 
温風び化ます。 

参乂力調節つまみの設定乂力で燃焼します。 








mum 


















5. 使用方法（使い方) 


室温設定 



ウイングポケット内の乂力調節つまみを「自動」にちわせると、ルームサーモによる自動運転となり、 
設定室温に自動調節されます。表示部に設定室温に2で）び表示されますので;欠のよラに調節しで 
<ださい。 

>室温設定ボタン「高め」を押すたびに1で上昇します。 
(上限29で） 

>「低め」を巧すたびに15でまでは1ですつ下びり、1己で 
からはいさなり 10‘ C(F 点設定）となります。 

M 〇で設定の場ちは自動的にじーフ'運転表示ランプが'点な 
し、 t - フ''運転となります。 

|^設定室温を15で J ^上に上げると t -フ'運転表示ラン^^ 
^プび消え、 t - ブ運転び自動的に辭除されます。 ) 

ストーブ乂力調節「自動」運転時に、微か乂力でち室温び設定室温より上昇する場ち、設定室 
温より約3で上昇すると自動的に消义し、設定室温まで下びると点乂動作に入ります。これを 
くり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 

室温設定ボタンにより希望の室温設定後、じーフ'運転ボ 
タンを押しでください。 

忆ーブ運転表示ランプび点のし、じ ー ブ運転となります。 

じーフ''運転ボタンを再度巧すことによりじーフ''運転表示 
ランプび消え、 1 Z - ブ運輯辭除となります。 




室温設定による自動運転の他に、乂力調節つまみによる手動义力調節び巧能です。巧のよラにしでください。 


■炎のが態 


りインヴポケット内の乂力調節つまみを「微か」から「大」 
の間のご希望の位置に含わせでください。 

乂力調節つまみの設定义力で燃焼します。 


ストーブの据え付けや給が気筒の設置条件で、 
炎は多少変化します。 



じーブ運原 


•炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い 
炎（ホ乂）び混じつでち異常ではありません。 



火力調節 (ま動調節一ま動運転) 


局め 


室温の調節 (白動運活) 


rk — 

I ま動义力調節— 




























5. 使用方法（使い方) 


運乾停止 (消义) 


消乂順序 



運耗スイッチを押しで r 切 J にする 

参燃焼表示び消なし、「消乂します」び点なします。 

参消乂後は本体内部びち却するまで送風を継続し、約10分 
後に巧流用送風機び厚止します。 


参 I A ミ主意 1 2曰な上まをあけるなど長期間使巧しない場含は、運乾び完をに停止してから 
電源プラグをコン它ントから巧いてください。 

•外化のとさは、必す運転を停止（消乂）しでください。 

参運転停止後、燃焼室びち却（消乂表示び消な）するまでは電源プラグを抜かないでくださ 
し、。ちし抜きますと、ス I -ーブの表面温度び上昇します。 


現在時刻のさわせ方 



1. ウイングポクット内の時計調節スイッチを「時計ちせ」 
にします。 

はじめで使用するときや、電源プラヴを長時間抜いたと 
さは、時刻表示は一：—.を表示します。 

2. 時計調節の「時」•「分」ボタンを押しで現在時刻をちわ 
せます。 



参必す時計調節スイッチび「通常」になっていることをお認しでください。 

参30砂]^内の停電であれば、再通電後ち現を時刻を表示しますので時刻含わせの必要はありま 
せん。それな上の停電で、時刻表示び一： 一- .を表示したら時刻合わせをおこなっでください。 





















5. 使用方法（使い方) 


タイ7—の使用方法 


■運活時刻の含わせ方 



1. ウイングポケット内の時計調節スイッチを「タイマーち 
せ」にします。 

2. 時計調節の「時」•「分」ボタンを押しでタイ7—点乂時 
刻をちわせます。「分」は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分に台わせる場ち 

の「時」ボタンを押しで"午前6: 00" にします。②「分」ボタン対甲しで"午前6: 30" じします。 


5：00 & U 午前 5:3 U 


これでタイマーじット時刻び記憶されました。 




3 .必す時計調節スイッチを「通常」位置にちどしでくださ 
し、。これで時刻表示には現在時刻び表示されます。 


■タイ7—運活方法 



タイマ_ 
じツト 



1. 運転スイッチを押しで「入」にしでください。 

(燃焼中の場ちはそのままです。） 

2. 運転するときのご希望の室温または、火力にちわせでくださし、。 

3 . タイマーじットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーじット時刻び表示され、タイマー表 
示「表示時刻に運転します」び（燃焼中の場ちは消乂表 
示「消义します」ち）点灯し、タイマー運転に入ります。 
タイマー運転中は、タイマー運転表示ランプび'点なします。 
( この時、巧流用送風機び I 〇分間運転しますび巽萬で 
ではありません。 ) 


参タイマーじット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーじット時刻とタイマー表示「表示時 
刻に運転します」、タイマー運転表示ランプび表示され続けます。 

参燃焼中にタイマーじットボタンを押すと、ス I ブは自動消乂し、運転を厚止します。 

•タイマー運転は、運転スイッチび「入」になっていないと運転び開始されません。 

参外出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマーじットは、絶巧にしないでください。 
















5. 使用方法（使い方) 


■タイ7—運活の解除 



…••ス n 


参タイマーじツトボタンを押します。 

タイマー表示び消なし、時刻表示に現在時刻び表示され 
(時計動作コ□ン点滅）、タイ7—運起び辭除されます。 
参このままであれば点乂表示「点乂します」び点口し、自 
動的に運起を開始します。運起を停止する場ちは、運起 
スイツチち「の」にしでください。 


午後 UJI ZIU 

■タイ7—たツト時刻-現在時刻の確認 

•タイマーじツト時刻の確認 

-時計調節スイッチを「タイマーちせ」にちわせます。 



午前 


5:30 


時計表示にタイマーじット時刻 
び表示されます。 


•現在時刻の確認 

-時計調節スイッチを「時計ちせ」にちわせます。 



午後 !日:化 


時計表示に現在時刻び表示され 
ます。 


参確認後、時計調節スイッチは、必す「通常」位置にちどしでください。 


>省電カスイッチを「省電カモード」にじットしでおくと、タイマー運転中および運転停止時 
に表示部を消なしで、消費電力を1 W に節約でさます。 


圓使用方法 



>「省電カモード」にすると、省電カランプが'点灯し、自 
動的に表示部を消なします。（運転中のじットは、運転 
停止後約2秒で表示部を消なします。） 

>表示部び消な中に、いすれかのボタン操作をおこなラと 
1分間表示部び点なします。 




待機時省電カスイツチの使用方法 


am 


pm 


待機時省電力 

















5. 使用方法（使いち) 


自己診断モニタについで 


ストーブにトラブルび発をすると、トラブルの力所び設定室温表示に記号表示（自己診断モニタ） 
されます。 

この場ち記号表示の内容を、ス I -- ブ左側面に EP 刷された自己診断モニター覧表、または21〜22 
ページ「故障•異萬の見分け方と処置方ま」をご覧の上、必要な処置をしで<ださい。 


〈自己診断モニター覧表〉 


モニタサイン 

田 

雷状 

態 

リじット施 

モニタサイン 

異常状態 

リじット施 

E 1 

途 

か消 

乂 


EA 

燃焼田送風機異常検出 


E 2 

不 

着 

乂 


EC 

ルームサーモ 短絡 


E 3 

巧 

震作 

動 


Ed 

巧流届送風機異常検出 

E 

E 4 

過熱防止装置た動 

E 

EF 

空気サー S スタ温度異常 

E 已 

排気管巧け検知た動 

EH 

表示サー S スタ温度異常 


E 6 

ルームサーモ 断線 


EO 

機巧サー S スタ温度異常 


E 7 • E 9 

停 

電検 

出 


PI 

ポット予熱不足 


E 8 

疑 

似 乂 

炎 


P 2 

ポット温度お下 

P 

販売店に連絡 






P 3 

ポット異常過熱 






P 5 

暮板 不良 


•リ它ット方法 

E . 運転スイッチをいったん「刷にし、再び「入」にしでください。 
P . 電源プラグをいったん抜き、30秒後に再び入れ直しでくださし、。 


使用上の注意 


本書の「特に;'主意しでいたださたいこと、安をのために必すお守りください」の他に、巧の頂 
目についでちま意しでください。 

参クリーニンヴ店、美容院などの化草薬品を使ラところや温室、飼有室など、動植物の有成裁 
培に使用しないで < ださい。 

参雷び発をしたとき、霊（誘導雷）により一時的な過電圧びかかつでち、過電圧防止装置び機 
器を保護するしくみになつでいますび、大きな雷（直擊雷など）の場ちは、電寺部品を損傷 
する恐れびありますので、電源プラグをコンじントから抜いでください。 





























6. まを装置 


このス I ブには巧のよラな安を装置びついでいます。 

すべでの安を装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 


安全装置 


巧震白動消乂装置 
(巧引表示） 


点乂安全装置 
燃焼制御装置 

(フ レー ム □ッ ド） 

已丄 J 表示にご]表示^ 
(途中消义）（不着义）ノ 


停電安全装置 

互!]表示医星]表示\ 

(30 砂]^上） （^5 砂]^上、 
130秒末満ノノ 


過熱防止装置 
過熱防止サ-モスタット95で 
サーモスタット155で 
(店し,'康示） 


原因-作動結果 


• 強い地震や衝撃を受けたとき 


’自己診断モニタ I f 31 表示 
’自動的に消义 


♦点义 S スをしたとき 
♦适中消义をしたとき 
♦おび異常に小さレとき 


’自己診断モニタ I f / 1 表示または 
瓦巧表示 
’自動的に消义 


♦停電したとさ 

♦電源プラク''び巧けたとき 


’通電後自己診断モニタに7 1 表示 
またはに引表示 
’自動的に消义 


♦巧流用送風機のフィルタやスト 
—ブの前面びふさびつたとき 
♦ス I -ーブの前面に障害物などび 
友るとさ 


’自己診断モニタ I f'-,' 1 表示 
’自動的に消义 


処 M ゎま 


♦地震によって作動した場合、周 
囲の可燃物、機器の損傷、ミ由漏 
れ、給排気筒のはすれなど異常 
びないことを確認しでから再点 
义しでください。 


♦曰常の点検’手入れ （18 〜20ぺ 
ージ参照）をしでから点义操作 
をしでください。 

•なおち異常びある場合は、お買 
いホめの販売店にごホ目談くださ 
い。 


• にリの場合、時計などの t ット 
をしでから、点义操巧をしでく 
ださい。 

• 23の場合、通電後点义操作を 
しでください。 

• 電源ブラヴを確認しでください。 


• お買い求めの販売店に修理を依 
頼しで下さい。 

/サーモスタット： 155’ C が作動\ 
した場合は、リ t ットボタンを 
押しでください。 


























































7. その他の装置 


装置の名称 

原因-作動結果 

処虐ち法 

排気管抜け検知装置 
(1 ES 1 表示） 

• 排気管の接続部びはすれたとき 
♦排気管抜け検巧用リード線びは 
すれたり、断線したとき 

-自己診断モニタ1 fS 1表示 
■ス1-ーブの運転を停止 

• 給排気筒および排気管の接続部 
に、はすれ-ゆるみびないかお 
認しでください。 

♦排気管抜け検知用リード線のゆ 
るみまたは、はすれ■切れびな 
し、か確認しでください。 

給排気筒排気管接続 □ 

^排気管旅け ] 

ね^検知巧 I 」ード線 J 

燃焼用送風機異常 
検出装置 
(1 EFI 1 表示） 

• 回転数び異常にお下したとき 

-自己診断モニタ1ら9 1表示 
■ス1-ーブの運転を停止 

• お買いホめの販売店に修理を依 
頼しで下さい。 

巧流用送風機異常 
検出装置 
(1 Ed 1 表示） 

• 回転数び異常に低下したとき 

-自己診断モニタ 1 らゴ 1 表示 
■ス1-ーブの運転を停止 

• お買いホめの販売店に修理を依 
頼しで下さい。 

過電流防止装置 
(表示部全消な） 

■内部配線のショートにより過電 
流び流れたとき 

■ 電流ヒューズび切れ、すべでの 
運転を停止 

• お買いホめの販売店に修理を依 
頼しでください。 

異常温度検知装置 
(機内サーミスタ） 

(1 E 0 1 表示） 

♦フィルタやス1ブの前面びふ 
さびったとき 

♦ス1-ー ブの前面に障害物などび 
あるとさ 

-自己診断モニタ1ら!_7 1表示 
-自動的に消义 

•原因を取り除いでから点义操巧 
をしでください。 

♦なおち1な71表示び出る場合は、 
お買いホめの販売店に修理をの 
頼しで下さい。 


参停電したときの再通電直を（店!]または臣哥表示）点义操作をすると圧固表示び化ることび 
ありますび、これはストーブの温度び一時的に上昇するためで、巽常ではありません。4〜 
5分ち却した後に、点乂操作しで<ださい。 






































8. 日常の点巧•手入れ 

r 点お、手入れのときのま意 


点検•手入れは消乂後、ストーブび十分冷えでから、必す電源プラグをコンた 
ントから抜いでおこなつでください。 

/ K 注意電気部品の分解や巿販品との交換は絶対にしないでください。 


点お、手入れの必要項目、時期、方法 


■周囲の巧燃物（使用ごと） 

参 [ A ミち意1スト-ブの周囲は、常に整理•掃除し、燃えやすいをのを置かないでください。 


■ほこり•巧れ（使用ごと） 

参ほこりやちれをそのままにしでおきますと、ミ由びしみたりしで危険です。 

ス I ブはいつち清潔にしでご使用ください。 

■油ちれ•油のたまり•油のにじみ（使用ごと） 

参置台-ミ由タンクにミ由ちれ-ミ由のたまりやミ由のにじみびないか、ときどき点検しでください。 
また、給;由の際にこぼれたな;由はよくふきとつでください。 

•ミ由ちれのある場ちは、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 

■ゴム製送油管の点検•交換の目安（シ-ズンの初め） 

• r ご注意 I ゴム製送油管は、屋外で使巧しないでください。 

屋外での使巧は禁止されています。 

参屋内でゴム製送ミ由管を使用しでいるとさは、手でかし曲げ膨潤、収縮、変質、変形、ひび割 
れが'ないか確認し、欠点のあるとさは交換しでください。 

交換の目安は、3年に一度です。 

■油タンク（シーズンのネリめ、適時） 

参ミ由タンク内は水やごみが'たまりやすいちのです。給;由のとさ、点検しでください。 

ミ由タンク内の水抜さおよび掃除は、ミ由タンク付属の取扱説明書に従っておこなつでください。 












8. 曰常の点檢•手入れ 


点検、手入れの必要頂目、時期、方ま 


■給排気筒の接続部のゆるみ及びトツプの周囲（月に 1 回程度） 

参給排気筒およびトップの周囲に障害物び置いでないか、ときどき点検しでください。 

•給排気筒びつまりますと、不完を燃焼をおこします。シーズン初めには必す点検し、くちび 
巣をつくったり異物び入ったりしでいるときは、必す掃除しでください。 

参給排気筒および排気管の接続部びはすれたり、 
排気管抜け検巧用リード線びはすれたり、断 


給が気筒 


扫民気管接続部 
(長い方） 



( P 40 4種 D ) 


線しでいないか点検しでください。 

>給排気筒を一度取りはすしで、再び取り付け 
るとき、が気管の接続部内部にはめこんであ 
る〇リングび破損しでいないか確かめでくだ 
さい。 

•破損しでいた場ちは、お買い求めの販売 
店に交換を依頼しで < ださい。 


■定油面器のストレーナの掃除（適時) ( fe 買い求めの販売店に依頼しでください。) 


参定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。 


ごみびたまると、なミ由の流れを妨げで、不着乂や途中消乂の原因となります。 
巧のよラに掃除しでください。 




1. ミ由タンクの送;由バルブを閉じでください。 

2. ストレーナの掃除□に八ガキなどの層紙を差しこんで、 
ミ由ガイドを作り、その下に容器を置いでストレーナの 
止めねじをゆるめではすしでください。 

定ミ由面器のちれたな;由やごみびを部流れ化ます。 

3. ストレーナを取り化しで、きれいななミ由の中ですすぎ 
洗いをしでください。（水で洗わないでください。） 


組み立てるときは 

参ストレーナコ'ムパッキンを忘れめよラにしでくだ 
さい。 

•ストレーナを逆に入れないでください。また、底 
部（黒色）び必す左横になるように取り付けでく 
ださい。 

参ストレーナの止めねじを固く締め付けでくださし、。 
参ミ由ちれが'ないか確認しでください。 















8. 曰常の点檢•手入れ 


■巧流用送風機のフイルタの掃除 （週に 1 回な上） 

参フィルタびごみやほこりで目ブまりすると、送風力び弱くなり排気温度上昇やストーブの表 
面温度び上昇する原因になります。〔過熱防止装置（過熱防止サーモスタット （95 で）•サー 
モスタット （155 で））または機内サーミスタの働きで運転び厚止する場ちびあります。〕 
運転を厚止しでから、巧の要領でス I -ーブ裏面のフィルタの掃除を巧ってください。 


フアンフイルタ 



1 . 左図の矢 EP のよラにフィルタを上に引き化し、ス I -一 
フ''裏面から取りはすしでください。 

2. フィルタに付着したほこりを掃除機で吸い取ってくだ 
さい。 

3 . 掃除び終わりましたら、ちとどおりに取り付けでくだ 
さし、。 



♦ I 么ミち意 I フィルタをはずしたまま運輯しないでください。 

巧流用送風機のフィルタをはすした状態で運起しますと、カーテンなどを巻さこんで乂災に 
なるおそれびあります。また手などをふれるとけびをするおそれびあります。 

■地震などの災害が'発生したとさの点檢についで 

参地震などの災害び発ちし、ストーブに振動や衝擊び如わったときは、運転前に必す巧の点検 
を巧って< ださい。 

•給排気筒まわりのはすれ、漏れの確認 
• のミ由配管からの漏れ確認 

点検で異常びみつかった場ちは、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


9. 定期点検 


長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検び必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終3後などに点検を実施しでください。点検のご相談は、お 
買いあげ店または修理資格着〔(財）曰本石油燃焼機器保守協含 ( TEL 03-3499-2928) でお 
こなラ技術管理講習ミ修3客（石;由機器技術管理±)など〕のいる店までお問い合わせください。 










10. 巧障•異常の見分け方と処置方法 


■次のよラな現象は故障ではありません。 

参修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


現 象 

説 明 

点 

乂 

時 

消 

乂 

時 

初めで使用するとき、煙やにおいびで 

■ S 。 

耐熱塗料やほこりび焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点义しない。 

予熱点义ちすのため予熱時間び2分程度必要です。 

(予熱時間は室温により多少変化します。） 

燃焼開始時や消义後に「ピチピチ」と 
いラ音びする。 

本体内部び熱により膨張、収縮するためです。 

点义時にポンと音が'する。 

点义するときに発ちする着乂音で、異常ではありません。 


■使巧中に異常が'ありましたら、次表により原因を調べで処置をしでください。 

参原因のわからないとぎや、処置のむすかしいとさは、お買い求めの販売店、またはおおくのコ□ナ 
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強い抑震が'あった。または、ストーブじ衝撃をちえた 



参 








送ミ由バルフ'が'閉まっている 

参 

参 









ゴム製送ミ由管に空気だまりびある 

• 

• 









定ミ由面器に水、ごみの目ブまり 

参 

参 









おが気筒の設置が冨華通りでない。排気管び長すぎる 











対流巧送風機のファンフィルタじほこりがたまった 




• 





参 


温風吹出□の前(こ障害物がある 








• 



給が気筒工事不適当のため逆風現象がある 

参 










ルームサーモ取巧位置び悪い 











給が気筒のつまり 

• 

• 









ミ由ちれびある 











給排気筒接続部びはすれでいる。すきまびある。 

排気管抜け検巧用リード線端子接続のゆるみ 





参 






フレーム□ッドにすすび多量に巧着した 

• 






参 




長時間停電びあった （30 秒上 - E 7 表示） 






• 





停電があった（己抄上30秒未満 - E 9 表示） 






• 





給が気筒トップ先端がおおわれでいる 

参 

• 









電源電圧 ( AC 100 V ) が低くなっでいる 










参 












































10. 巧障•異常の見分け方と処置ち法 


現 象 

説 明 

燃 

焼 

時 

そ 

の 

他 

青おの中に黄色い炎（ホ义）が'混じる 

異常ではありません。 

給が気筒の先端から連続的に白煙び出る。 

外気温びおくなると、排気ガス中に含まれでいる水分び凝結 
しで水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

なミ由ぎれの際、一瞬炎び大きくなって;'肖义する。 

異常ではありません。 

停電したとさの再通電直を （ nni また 
はに引表术 ） 点火操たをすると、[な71 
表示び出ることびある。 

停電によりス 1 -ーブの温度び一時的に上昇するためで、異常で 
はありません。 4 〜 5 分ち却した後に、点义操作しでください。 


お客様ご相談窓□にご連絡ください。 ※設定室温表示に自己診断モニタび表示されます。 
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• 




コン亡ントにお実に差しこむ 










P 20 「地震などの災害び発をしたときの点検(こついで」の 
点検頂目を確認し、運起スイッチを巧し直し再点乂する 










送;'由バルブを開く 










コ''ム製送ミ由管を振る。山おになつでいる所は平に直す 








参 


送ミ由パルプをしめでストレーナをはすし、掃!®する。巧タンクの水をあく 


参 







参 

薑華通りに設置する 










フアンフイルタのほこりをブラシなどで掃踪する 










障害物を取り除く 


• 

• 

参 

• 




• 

給排気筒の取り付けを適正じする 







参 



適正な位置に取り付け直す 


• 

• 






参 

給排気筒を掃除する 




• 






ちれ力巧を締め直す（販売店に修理をめ頼する） 




• 






給排気筒接続部のはすれを直す 
ゆるみを直す 










すすを取り除く（販売店に修理を依頼する） 










設定室温、時刻などを t ットし再度点义操1 乍をする 










再度点义操作をする 


参 

• 






• 

おおつでレるちのを取り除く 

• 









P 3 ページの注意「電源の接続」の内客を点橫する 












































11 •部品交換のしかた 


■部品交換のとぎのを意 

|么ミ主意 j 不完をな修理、調整はち巧ですので、部品の交換、調養び'必要の場舍 
には、お買い求めの販売店または、修理資巧者〔(お）曰本石油燃焼機器保守協 
含でおこなラ技術管理講習を修 3 者（石油機器技術管理±)など）のいる販売 
店にご相談ください。 

部品交換はコ□ナ純正宜 P 品とご指定ください。 

部品ご入用の際には、コ□ナ製品取あ販売店で必すコロナ純正部品とご指定ください。 

純正部品]^外の部品をご使用になりますと、性能び十分に発揮されないばかりか、ストーブ 
を損傷したり思わめ事故の原因になります。 


消耗•劣化しやすい部品（交換が必要な部品) 


項 巨 

巧 容 

使用期間により交換が'必要な部品 

パーナヘツド-バーナヘツド1」ング-スケルトン • 

点义プラグ-フレーム□ツド-ガラス円筒-各種パツキン 

環境により劣化しやすい部品 

給排気筒系部品-プ1」ント配線板-燃焼用送風機- 
ゴム製送'油管-巧流用送風機 

変質•不純な油の使用により劣化しやすい部品 

気化筒-電磁ポンプ-定油面器 


12. 保管（長期間使用しない場さ) 


おしまいになるとさは、曰常の点検•手入れの頂を参照し、巧の要領で保管し 
でください。 


1•電源プラグをコンたントから巧いでください。 

* 1么ミま意1 長期間使用しないときは、電源プラグを巧いでください。 

2•巧タンクの送油バルブを閉じでください。 

3 •フイルタの掃除をしでください。口0ぺ-ジ参照） 

4 •定油面器巧のな;巧をずべで巧き取ってください。 （19 ぺ-ジ参照） 

5 •本化のごみやほこりを取っでください。 

• 掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6•本化をしめらせた巧でミちれを落としでから、からぶきしでください。 

7 •ストー： 7 ' は据え巧けたまま保管しで < ださい。 

•温風吹出□や背面のフィルタにほこりなどびたまらないよラカバーなどをかけでください。 

•どラしでち取りはすしで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしな 
いよラおしまいください。 

♦巧シーズンに据え巧けるときには、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 

•取扱説お書ち大切に保管しでください。_ , 























13 .仕 



型式の呼び 

FF - GX 68 KL 

種 類 

気化す-屋内用-強制給排気お-強制な流お 

点乂 ちす 

電気点乂す 

使 用 燃 料 

灯ミ由 （ J に]号な';由） 

燃 焼 状 態 

最 大 

最 ル 

燃将消費量 

7.88 kW (0.766 L ル） 

2.06 kW (0.200 L / h ) 

発熱量 

28,370 kJ/h 

7,410 kJ/h 

熱効率 

86.0 % 

87.5 % 

暖房 出力 

6.78 kW 

1 .80 kW 

標準適室 

温暖地 

木 造29.5が （18 置）まで 

コンクリート 39. 5が （24 置）まで 

寒を地 

木 造29.5が （18 置）まで 

コンクリート46.01 Tf (28 置）まで 

外 お 寸 法 

高さ60〇™幅696™奥行238™ (置台を含む） 

阳 弓 

貝 里 

26 kg 

電源電圧及び固波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 

最大消費電力（点乂時） 860/860 W 
燃焼時消費電力 31/33 W 

待機時消費電力 

1 W 

給排気筒の型式の呼び 

QU 40-1 

給排気筒の呼び径 

D 40 

給排気筒の壁賃通部の乳径 

¢7己™1 

排 気温 度 

260で U (下 

電流ヒューズ 

已 A • 1已 A 

を 全 装置 

巧震白動消义装置-点义安全装置-燃焼制御装置-停電を全装置-過熱防止装置 

その他の装置 

過電流防止装置-排気管抜け検知装置 
燃焼巧送風機異常検出装置-巧流巧送風機異常検出装置 

付属品 

給が気筒トップ1個-スリーブ1個-歷熱お1個-ふたカバー1個-本体固定金具2個 
コ''ム製送ミ由管締付ノ'^ンド2個-取扱説明書-工事説明書-所有者票 


備考）標準適室は、巧団ま人■曰本ガス石ミ由機器工業含の賃定冨準によります。 
































機巧 

サ ー= スタ 


ホ （ 4 本 _) 

3運輯スイッチ 


白 

区 

□ 表示部 
表示部 

表示部 

表示部 

表示部 

□ 巧震 


巧流用 
送風機 


ポット 

ヒータ 


〇 

白 

(2 本)黄 
白 

(3 本)黄 
白 

( 已本)黄 
白 

(4 本)黄 
白 

(6 本)黄 


巧/脉 


黒 

里 


アース 


操作部 
操た部 

操作部 


空気 

サー ミスタ 
ルーム 
サーモ 


〇 

青 (3 本 ) 
白 

青 ( 已本 ) 
白 

青 (6 本 ) 
白 


□黒 

□白 


パーナ ロ青 

サー モスタツト U - 

過熱防止 I—1 

サー モスタット U た 

の 


紫〇 
青 
ホ 

緑 
黄 

の 

梧 


U 巧ツトサーミスタ 


T F パルス 


電磁ポンプ 


ヒ 


燃焼田 
送風機 U 


フ レー ム 


□ッド^ 
が気筒外レ □ 

イグナイタ I1 



ント配線板端さ配置図 


14. アフターサービス 


■保証についで 


参このコ□ナ石';由ス I フ''には保証書が'ついでいます。 

保証書は、必す「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取 
りください。内容をよくお読みのあと、大切に保管しでください。 

•保証期間は、お買い上げ曰から^年間（本体）です。（燃焼部分は3年間） 

参なのよラな原因による故障及び、事故につきましでは、保証の対象になりませんので;'主意しでく 
ださい。（詳しくは保証書をお読みください。） 

■変質な油や不純な油など、またな油な外の燃料使用による故障や事故。 

■誤った使用ちまによる故障や事故。 


ディップスイッチ 
梧 □ 黒 □ 
表示サ —/// スタ 


ヒユ—ズ A 
5 

1 - ブ ^ 「 


ホ白紫の青黄梧ホ茶ホ黒白 ホ 

〇 〇 


マ V n ン 
















































































14. ア フターサー ビス 


■修理を依頼されるときについで 

参「故障•異常の見分けちと処置ちる」 （21 ’22ページ）にしたびってお調べください。直らないときは、 
ご使巧を中止し、必す電源プラヴを巧しでから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

参ご連絡いただぎたい内容は巧の通りです。 

①品各②型式の呼び③お買い上げ曰④故障の状況（出来るだけ具体のに） 

参修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたびっで、販売店び修理させでい 
たださます。 

参保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使巧できる場合には、ご希望により有料で修理させでい 
ただぎます。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載 
されでいる「お客様ご相談窓□」にお問い合わせください。 

参修理料金は、技術料 • 部品代 • 出張料などで構成されでいます。 


■補修用性能部品についで 

参当巧は、この製品のお修巧性能部品を製造巧ち巧り後、7年保有しでいます。 

参お修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

■故障 • 修理の際の連絡先 

参お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されている「お客様ご相談窓□」にご 
連絡ください。 


15•据を巧け•移設 


据え巧け-移設工事は販売店に依頼する 


据え巧けや移設工事は販売店または据そ巧け業客に依頼し、お客様ご g 身では行わないでください。 


据え巧け場所の選定及び標準据え巧け例 


据え巧けについでは、乂災予防条例、電気設備に関する技術畐準など法ちの畐準が'あります。 

工事説明書（工事編）の「特に;'主意しでいただぎたいこと（安全のために必すお守りください）」をお読 
みになり、販売店又は据そ巧け業客とよくご相談しで < ださい。 

また、「標準据え巧け例」についでは、下図を参照しでください。 


標準}居をがけ例 


ス I ''ーブの据えなけは下図を満足させる位置に取り巧けでください。 


'可燃物 



こ--可燃物-胃 
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15. 据をがけ•移設 


標準据元付け例 


参テレビやラジオから1 mm 上離しでください。 

参点検-手入れのためス I -ーフ''左ちの離隔距離は、20 cmJ ^ 上にしでください。 

•熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびあります。 
ストーフ'前面下側には属の超熱板を取付けでください。 

(同個の「ま意ちらし」を参照しでください。） 


参側方障害物は、両側にあってちよいが'給排気筒と障害物、可燃物との距離は 45 cmJ ^ 上とっで 
<ださい。 

参前方におや建物びある場ちは給排気筒先端と前方障害物との距離は 60 cmJ ^ 上離し、かつ上方 
および両側方に気流を阻止する障害物が'ないよラにしでください。 

参給排気筒下面は地面から 20 cmJ ^ 上離すよラにしでください。なお債雪地域では、給が気筒先 
端び雪でふさびれるおそれのない高さを確保しでください。 


•木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りをしである場所に 
給排気筒を通すときは、それらの金属部に接しないよラに電気的絶縁をしでください。 

参壁に巧をあける場ち、壁の内部にある電気配線-ガス-水道の配管にあたらない場所を選 
んでください。 


〔マントルピースなどに設置する場ちのス I ブ园囲寸法〕 



-ス I -ーブは壁面より 
巧に入らないこと 


脈 


給排気筒を延長ずる場含の注意 


参給が気筒を延長する場ちは、 3 m 3 曲が'り UTF で取り付けられる場所を選定しでください。 


積雪地区における注意 


参積雪の多い地ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさびれないような取巧場所を選定しでください。 
また、風力などむような場所では、排ガスを再度吸い込んで不完ま燃焼を起こすことびあります。 


おえがけ後の確認 


据え付けが'終わりましたら、ちラー度、工事説明書(工事編)の「特にを意しでいたださたいこと 
(ちをのために必すお守りください)」をお読みになり、工事説明書（工事編）に記載されでいる 
とおり据え付けられでいるかどラかを確認しでください。 

























































15. 据をがけ•移設 


■遮熱おの取巧け方法 

1. 前面万ードを取りはすします。 

図の①部を持ち上げで□ッド下側を抜 
さ、巧に②部を下け'で□ッド上側を抜 
くと、③前面ガードび手前に回転しで 
はすれます。 

2 . 超熱板を取り付けます。 

取り付ける□ッドの位置（下から5本 
目と7本目）と中必を確認し、□ッドを 
かし押しなびら超熱板をはめ込みます。 
ほラろラ如エを痛めますので、□ッド 
の押し過ぎにミ主意しでください。 

3 . 前面ガードを取り付けます。 

はすした時とは逆の手順で、□ッド上 
側から差込み、持ち上げで下側を差込 
みます。 


参位置を間違えますと、遮熱の効果び得られません。正しく取り付けでください。 


試運乾 


試運転は販売店または据え付け業者とごいつしよに必すおこなつでください。 

圓運活準備 

参 。么ミち意 電源プラグをコン它ントに根元までお実に差しこんでください。 

参ミ由タンクに給ミ由し、送ミ由経路の空気抜さをしでください。 

参送ミ由経路やストーブより;由ちれびないか確認しでください。 

参安を装置をじットしでください。 （9 ページのちを装置のじットを参照しでください。） 
参タイマー運転になつでいませんか。 



遮熱板の取が方法 


•超熱板はストーフ'前面の床面の温度上昇を防ぐちのです。 

熱に弱いカーぺットや床の上で長時間使用すると、変色したりそり返ることびあります。 
床面の温度上昇び気になる場合、下図のよラに超熱板を前面ガードに取り付けでください。 



.②下げで巧く 


①上げで巧く 


中必に合わせでください 


ス I ブ正面側 



押す 


=ゾに入つ 
でいること 
を確認する 



下から7本目 


下から5本目 










































































15. 据をがけ•移設 


■運活 


^ -- 


運活スイッチを巧しで r 入 J にする 

参「点乂します」び点なします。 

• ご注意 I ネリめてお使いになるときは、耐熱塗料などび 
烧けて煙と臭いび化ます。窓をあけて部屋の換気をして 
ください。 

参約2分を、点乂表示び消口し、燃焼表示び点なします。 



参異萬びなければ、乂力調節つまみを「微か」〜「大」に設 
定しで < ださい。 

参炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ乂） 
びまじつでち異常ではありません。 


■消义の手順 


運活スイッチを巧しで！■切 J にする 



参燃焼表示び消なし、「消乂します」び点なします。 

参消乂後は本体内部びち却するまで送風を継続し、約1日分 
後に巧流用送風機び停止すると同時に表示部びすべで消 
なします。（省電カモードの場含） 


•ぶ 励— 

•正萬運起しない場ちは、21〜22ページ「故障•異常の見分けちと処置方ま」を参照しで 
<ださい。 

•長期間の保管後、再び設置する場ちち「試運転」の手順にしたびい、試運転をおこなって 
<ださい。 


初めでお使いになるとさのを意 


•初めでお使いになるときは、耐熱靈料などび焼き付くまで煙と臭いび化ます。しばらくの 
間、窓をあけで部屋の換気をおこなつでください。また、小鳥やル動物などに影響する場 
ちび考えられますので、この間は部屋に入れないでください。 
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ホし幌市白扫区米里3ま2 了目 6-25 〒〇 03-0873 

函館市西ち梗の21 -2 〒〇41 -0824 

脚 II 市東祖川南1を 2 T 目 2-5 〒〇 78-8261 

帯広市西18ま化1 T 目1 7-1 〒〇 80-0048 

卸 I 路市巧圍町 4-1 7 〒〇85-00% 

化見市美ち町 9-1-30 〒〇 90-0064 


TEUOl 1)864-0440 (代表） 
TEL (01 1)879-2121 (代表） 
TEL 0138)48-6070 代表） 
TEL 0166 37-2330 代表） 
TEL か155た 5-751 8ミ代表5 
TEL の 154)24-41 91(代表） 
TEUOl 57)26-21 03如表） 


FAX の1 1)863-3154 
FAX (011)871-2000 
FAX 0138)48-6080 
FAX 0166 37-2338 
FAX (0155)35-7510 
FAX (0154)24-0451 
FAX わ157526 -2107 


東海地区 


近畿. 
四国地区 

中国地区 


九州地区 


TEU 01 7)742-8255( 巧表) 
TEU 01 7)743-2971( 巧表) 
TEU 018)864-5671( げ表) 
TEU 018)864-52 19(巧表) 
TEU 0 1 78)24-5289( げ表) 
TEU 0 1 78)47-6609( 巧表) 
TEU 0172)28-39 10(代表) 
TEU 0 1 72)26-4770( げ表) 
TEU 019)622-4791( 巧表) 
TEU 019)604-0281 (代表) 
TEL の 197)22-41 日5(げ表) 

TEL (022)235-3181( 巧表) 
TEU 022)783-1791( げ表) 
TEU 024)9：38-2240 (代表) 
TEU 023)642-3255( 巧表) 
TEU 0234)31-0571( げ表) 


沖縄地区 


巧縄営業所宜野湾市宇地巧738 

シー サイド- パーク 102 


〒901-2227 TEU 098)897-5677 (代表 ） FAX の 98)897-5679 


27039002 


本ネ王•工場=条巿東新保 7-7 〒955-8己10 

柏崎工場柏崎巿宝の2-日8 〒945-0817 

長岡工場長岡市下条町含ノ浦1069于 940-1 146 


TEL (0256)32-21 11(大代表） 
TEL (02 己 7)23 —己17己(イザ^) 
TEL (0258)22-2121 (代表） 


お客様ご相談窓□一覽表1 


修理サービスや製品についでのご相談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈営品などでお困りの場合は、下記のお巧くの窓□じご相談く 
ださい。 

名称、所在地、電話畜号は、変更する場合びありますのでご3承ください。 


♦アフターサービスの お問い合わせは下記へど5ぞ 


コ□ナサービスセンター 


3 U -3- ル 


1120-919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 0120-919-322 


携帯電話 -PHS 等からは 
最寄の サービスセンター 
へ直接おかけください。 
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